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平成 25 年  第 2 回定例会

一般質問

平成25年8月15日 No.

社会を明るくする運動「親子ふれあいマス釣り大会」７月６日
約 300 人の親子がマス釣りや、つかみ取りを楽しみました。
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6月3日から13日までの11日間の会期で開催
初日は、専決処分の承認・人事・条例一部改正・補正
予算などの11議案が審議された。
２日目・３日目には９人の議員による町政全般に関す
る21項目の一般質問が行なわれ、最終日には、補正予算
１議案、議員提出議案３議案、陳情３件が審議された。 定例 会定例 会第2 回

平成25年

審  

議  

内  

容

　

・
議
会
議
員
定
数
条
例
（
一
部
改
正
）

　
　

議
会
と
し
て
の
権
能
を
高
め
、
能
率
的

な
議
会
運
営
を
行
う
た
め
。

　
・
議
会
委
員
会
条
例
（
一
部
改
正
）	

　
　

所
管
す
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
合
理
的
・

能
率
的
に
調
査
し
、
議
案
、
請
願
等
の
審

査
に
資
す
る
た
め
。

　
・
税
法
の
寡
婦
控
除
制
度
を
改
正
し
、
婚

姻
歴
の
な
い
母
子
家
庭
の
母
に
も
寡
婦

控
除
を
適
用
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

※
可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

条
例
改
正
で
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再

利
用
促
進
に
関
す
る
条
例
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
、
議
員
提
出
議
案

の
、
議
会
議
員
定
数
条
例
、
議
会
委
員
会
条

例
等
が
審
議
さ
れ
た
。

初
　
日

【
専
決
処
分
】・・
・
・
・
・
・
・
・
承
認

　

・
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

・
平
成
24
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

【
人
事
】・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

　

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

委
員　

敕
使
河
原　

麻　

美
氏

　
　
　
　

葛　
　

谷　

さ
と
み
氏

　

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

【
条
例
の
制
定
・
改
正
】・・
・
・
・
可
決

　

・
表
彰
条
例
（
一
部
改
正
）

　
　

自
治
功
労
者
表
彰
の
規
定
を
追
加
。

　
・
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　
　

 

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
の
戸
別
収
集
・

有
料
化
実
施
に
伴
い
、
有
料
化
に
係
る
手

数
料
に
関
す
る
条
例
の
改
正
。

　
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

（
新
設
）

　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
制
定

　

・
阿
伎
留
病
院
組
合
規
約
の
全
部
を
改
正

す
る
規
約
（
改
正
）

　
　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
改
正
。

【
補
正
予
算
】・・
・
・
・
・
・
・
・
可
決

　
・
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

常
任
委
員
会

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

・
25
陳
情
第
５
号
（
不
採
択
）

　

財
務
厚
生
常
任
委
員
会

　

・
25
陳
情
第
２
号
（
一
部
採
択
）

　

・
25
陳
情
第
３
号
（
継
続
審
査
）

　

・
25
陳
情
第
４
号
（
不
採
択
）

最
終
日

【
補
正
予
算
】・・
・
・
・
・
・
・
・
可
決

　
・
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
議
員
提
出
議
案
】・・
・
・
・
・
・
可
決
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番号 議　　案　　名 自 公 町 共 志 結　果

議案第 30 号～第 33 号は「専決処分の承認を求めることについて」

30 平成 24 年度日の出町一般会計補正予算（第 7 号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

31 平成 24 年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

32 平成 24 年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第 5 号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

33 平成 24 年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 4 号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

34 日の出町人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

35 日の出町人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

36 日の出町表彰条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

37
日の出町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ × ○ 可 決

38 日の出町新型インフルエンザ等対策本部条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

39 平成 25 年度日の出町一般会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

40 阿伎留病院組合規約の全部を改正する規約 ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

41 平成 25 年度日の出町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

番号 議　　案　　名 自 公 町 共 志 結　果

1 日の出町議会議員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ 可 決

2 日の出町議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

3
税法の寡婦控除制度を改正し、婚姻歴のない母子家庭の母にも
寡婦控除を適用するよう求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ 可 決

○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

議 案 と 結 果

 会　派　名 略号 所　属　議　員

自 民 蒼 政 ク ラ ブ 自
★ 平野　隆史・東　　　亨・神田　芳男・加藤　光德・星野　　茂

　 濱田　敏郎・濵中　映慈・小玉　正義・東　　玉喜・川脇　敏徳
10 人

公 明 党 公 ★ 大澤　言枝・嘉倉　　治 2 人

町 民 党 町 ★ 田村みさ子・青鹿　和男 2 人

日 本 共 産 党 共 ★ 折田眞知子 1 人

志 政 会 志 ★ 森田　征四 1 人

★印…会派代表者＜各会派の名称と所属議員＞

＜議員提出議案＞
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番　　号 陳　　情　　名 陳　情　者 審議結果

25 陳情第２号 婚姻歴のない母子家庭の母が税法上の寡婦とされず不利益を受
けていることに関する陳情書

NPO 法人しんぐる
まざあず・ふぉーらむ
会員　山本昭代

一部採択

25 陳情第３号 ロタウイルス・水疱瘡・流行性耳下腺炎（おたふく風邪）のワ
クチンへの公費助成を求める陳情

新日本婦人の会日の出支部
代表　森山幸子

継続審査

25 陳情第 4 号 原発から再生エネルギーの推進へエネルギー政策の転換を国に
求める陳情

伊藤英男 不 採 択

25 陳情第 5 号 請願書（昭和 39 年最高裁判例の誤読と準備行為論の克服を求め
る請願）

角田統領 不 採 択

＜陳情＞

議員提出議案第３号

税法の寡婦控除制度を改正し、婚姻歴のない母子家庭の母にも
寡婦控除を適用するよう求める意見書

　子どもを扶養している婚姻歴のない母子家庭の母には、所得税法の定める「寡婦控除」は適
用されません。税法上の「寡婦」とは、過去に法律婚をしたことのあるものと定義されている
からです（所得税法 2 条 1 項 30 号）。
　これによって算定された所得が、国民健康保険料（東京都など）、公営住宅入居資格及びそ
の賃料、保育料等の算定のための基準とされる結果、同じ母子家庭でありながら「寡婦（夫）」
世帯に比べ、婚姻歴のない母子家庭の母は課税所得が高く設定されてしまいます。そのため、
婚姻歴のない母は、母子世帯の中でもとくに所得水準が低い傾向にあるにもかかわらず、さら
に大きな不利益を受けています。
　この問題について2009年11月に3名のＮＰО法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ会員らが、
代理人弁護士（吉岡睦子、金澄道子、黒澤圭子）とともに、日本弁護士連合会に対して人権救
済の申し立てを行いました。これを受けて日弁連は、2013 年 1 月 11 日付で、非婚の母に寡
婦控除を適用しないことは、合理的な理由もなく差別するものであるとして、寡婦控除を「み
なし控除」するよう総務大臣、都知事等に宛てた「要望書」を発表しました。
　日弁連の調査報告によれば、婚姻歴のない母親に対して寡婦控除を適用しないことは、法の
下の平等を保障した憲法第 14 条に違反し、また母によって扶養される子どもに対しても経済
的不利益をもたらすことから子どもの権利条約に違反し、また差別を禁じた国際人権規約（自
由権）の規約にも反していると結論づけています。
　よって、日の出町議会は、国に対し、ひとりで子どもを育てる婚姻歴のない母子家庭の経済
的苦境を救済するよう、速やかな立法措置をとることを強く求めるものであります。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により、意見書を提出する。

　平成25年 6月13日

東京都西多摩郡日の出町議会

衆　議　院　議　長
参　議　院　議　長　　　　様

意　　見　　書

25陳情第2号「婚姻歴のない母子家庭の母が税法上の寡婦とされず不利益を受けていることに関す
る陳情書」は財務厚生常任委員会で審議され、一部採択とされました。それを受け、国に対して意
見書を提出しました。
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議会改革特別委員会からのお知らせ

６
月
定
例
議
会
で
改
正
案
が
可
決

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
決
定
し
た
議
員
定
数
の
削
減

及
び
常
任
委
員
会
の
変
更
に
つ
い
て
の
改
正
案
を
６
月
定

例
議
会
に
提
出
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

『
議
会
へ
の
ご
意
見
箱
』
を
設
置
し
ま
し
た

　

議
会
で
は
５
月
15
日
か
ら
３
か
月
間
「
わ
か
り
や
す
く
、
町

民
が
参
加
で
き
る
議
会
」「
し
っ
か
り
と
討
議
が
で
き
る
議
会
」

「
町
民
が
実
感
で
き
る
政
策
提
言
を
す
る
議
会
」
を
め
ざ
し
、
町

民
の
皆
様
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、「
議
会
へ
の
ご
意
見
箱
」

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
の
日
の
出
町
議
会
に
対
す
る
貴
重
な

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　「
ご
意
見
箱
」
は
、
庁
舎
１
階
と
３
階
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Q 

一
般
質
問
の
日
程
を
広
報
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
載
せ
て
欲
し
い

A
「
広
報
日
の
出
」
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
、
町
へ
要
請
い
た
し
ま
す
。

Q  

会
議
場
で
の
私
語
に
つ
い
て

A 

ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
項
目
に

つ
い
て
は
、
周
知
・
徹
底
を
図

り
ま
す
。

 

・  

そ
の
他
議
長
処
理
1
件

　
 

等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

 
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
掲
示
板

に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

議
員
定
数
を
16
人
か
ら
14
人
に
削
減

　

議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
の
権
能
を
高

め
、
能
率
的
な
議
会
運
営
を
行
う
た
め
議
員
定
数
を
16
人
か
ら

14
人
と
す
る
も
の
で
、
平
成
27
年
の
一
般
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

３
常
任
委
員
会
を
２
常
任
委
員
会
に
変
更

　

常
任
委
員
会
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
議
案
、
請
願
等
の
審
議

を
合
理
的
・
能
率
的
に
調
査
し
、
充
実
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
３
常
任
委
員
会
（
総
務
文
教
・
財
務
厚
生
・
都
市
建
設
常
任

委
員
会
）
を
２
常
任
委
員
会
（
総
務
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

８
人
・
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
８
人
）
に
す
る
も
の
で
、
平
成

25
年
９
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見 

要
旨
（
回
答
済
の
も
の
）　
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般
質
問
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旧公民館の雰囲気を残した
木造建築にする

新公民館建設について
星
ほし

野
の

　  茂
しげる

答

9人の議員

他
の
質
問

・
総
合
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

の
設
置
推
進
に
つ
い
て

新公民館完成予想図

質　
基
本
設
計
が
示
さ
れ

た
が
、
住
民
や
各
種
団
体

か
ら
の
要
望
は
ど
う
反
映

し
て
い
る
の
か
。

課
長　
各
自
治
体
や
各
種

団
体
か
ら
公
民
館
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
の
強
い
要

望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
町

は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
再
建

を
決
定
し
建
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
た
。
委
員
会

で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望

を
検
討
し
て
基
本
設
計
に

至
っ
て
い
る
。

質　
今
後
の
実
施
設
計
に

向
け
て
、
意
匠
（
デ
ザ
イ

ン
）・
構
造
の
両
面
で
特

に
配
慮
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
こ
と
は
何
か
。

課
長　
将
来
計
画
の
総
合

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
と
の

整
合
性
を
考
慮
し
て
、
公

民
館
は
広
範
囲
な
活
動
に

使
用
で
き
、
町
民
文
化
祭

や
文
化
の
祭
典
な
ど
に
、

使
い
勝
手
の
良
い
施
設
を

基
本
に
し
て
い
る
。ま
た
、

旧
公
民
館
の
雰
囲
気
を
残

す
た
め
造
作
材
等
の
再
使

用
や
地
元
産
材
を
多
用
し

た
温
も
り
の
あ
る
木
造
建

築
に
し
て
い
く
。

質　
新
公
民
館
の
供
用
開

始
後
の
管
理
体
制
は
。

課
長　
供
用
開
始
後
の
管

理
体
制
や
運
営
な
ど
に
つ

い
て
は
、
今
後
詳
細
に
わ

た
っ
て
教
育
委
員
会
と
協

議
・
検
討
を
重
ね
て
い
く
。
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町の健診風景

他
の
質
問

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定

の
手
続
き
に
つ
い
て

・
バ
ス
停
名
称
を
「
日
の
出

町
役
場
前
」
に
変
更
を

危険の周知や、避難体制整備
等を推進する

土砂災害警戒区域の指定説明会に
ついて問う 小

こ

玉
だま

 正
まさ

義
よし

答

答 が
ん
検
診
受
診
促
進
の
た
め
の

方
策
を

田た

村む
ら 

みみ

ささ

子こ

よ
り
受
診
し
や
す
い
方
法
を

検
討
実
施
し
て
い
く

他
の
質
問

・
人
口
減
少
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質　

24
年
度
の
受
診
率

は
。

課
長　
国
で
推
進
す
る
５

が
ん
（
肺
・
胃
・
大
腸
・

子
宮
・
乳
各
が
ん
）
と
前

立
腺
が
ん
を
実
施
、
女
性

特
有
が
ん
は
受
診
率
が

減
、
他
は
増
で
あ
る
。

質　
肺
が
ん
と
胃
が
ん
に

つ
い
て
は
特
定
健
診
と
同

時
に
実
施
で
き
な
い
か

課
長　
肺
が
ん
は
可
能
だ

が
、
胃
が
ん
は
時
間
が
か

か
る
こ
と
か
ら
難
し
い
。

質　
65
歳
以
上
の
大
腸
が

ん
も
特
定
健
診
と
同
時
受

診
が
で
き
な
い
か

課
長　
65
歳
以
上
は
個
別

医
療
機
関
で
の
検
診
と

な
っ
て
い
る
た
め
様
々
に

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

質　
結
果
の
把
握
状
況
は

課
長　
指
定
委
託
業
者
か

ら
の
報
告
は
必
ず
来
る
。

的
確
に
把
握
す
る
シ
ス
テ

ム
は
構
築
さ
れ
て
い
る
。

質　
前
立
腺
が
ん
は
町
独

自
だ
が
導
入
の
経
過
は

課
長　

増
加
傾
向
に
あ

り
、
働
き
盛
り
の
男
性
の

健
康
管
理
の
一
環
と
し
て

19
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

た
。

質　
町
実
施
の
女
性
が
ん

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
未
受
診
者
の
声
に
申
込

み
の
難
し
さ
と
あ
る
が
。

課
長　
今
年
度
か
ら
女
性

が
ん
に
つ
い
て
は
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
利
用
は
今

後
の
勉
強
と
し
た
い
。

質　
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
の
指
定
に
つ
い
て
の
説

明
会
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
町
が
関
わ
る
部
分
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　
地
方
公
共
団
体
は

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る

区
域
の
危
険
の
周
知
、
警

戒
避
難
体
制
整
備
、
住
宅

棟
の
新
規
立
地
の
抑
制
、

既
存
住
宅
の
移
転
促
進
等

の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
す

る
。
都
の
警
戒
区
域
指
定

後
に
町
は
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
、
町
民
に
周
知

し
、
防
災
計
画
に
お
い
て

土
砂
災
害
に
関
す
る
情
報

の
収
集
伝
達
や
避
難
体
制

等
に
つ
い
て
定
め
て
い

く
。

質　
自
治
体
所
有
の
土
地

の
場
合
、
危
険
の
程
度
に

応
じ
て
崩
壊
防
止
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。
都
へ
の

提
案
の
可
能
性
に
つ
い
て

過
去
の
例
で
も
良
い
の
で

伺
い
た
い
。

町
長　
細
尾
地
区
の
住
宅

や
自
治
会
館
裏
の
急
傾
斜

地
区
に
て
転
石
、
又
は
土

砂
が
移
動
す
る
現
象
が
発

生
し
、
危
険
で
あ
る
と

の
こ
と
で
指
定
を
受
け
、

都
に
工
事
を
実
施
し
て

も
ら
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

五
億
円
と
い
う
経
費
が
か

か
り
、
や
は
り
警
戒
区
域

等
の
指
定
を
き
ち
ん
と
受

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
。
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他
の
質
問

・
真
の
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て

来年4月より実施について
検討している

小型家電リサイクル法について
大
おお

澤
さわ

 言
こと

枝
え

答

答 胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

導
入
を

嘉か

倉く
ら

　 

治お
さ
む

国
や
都
の
動
向
、情
報
収
集

を
重
ね
検
討
す
る

他
の
質
問

・
花
菖
蒲
の
里
・
再
現
に
つ

い
て

・
予
防
接
種
に
つ
い
て

胃がんの原因となるピロリ菌

質　
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
４
月
１
日
施
行
さ

れ
た
。
コ
ス
ト
を
か
け
ず

有
効
資
源
を
抽
出
で
き
る

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

を
、
町
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
。

課
長　
こ
の
法
案
は
、
市

質　
胃
が
ん
の
主
な
原
因

で
あ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
健
康

保
険
の
適
用
が
拡
大
さ
れ

た
。
町
の
胃
が
ん
検
診
に

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
導
入
す

る
べ
き
で
は
。

町
長　
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
療

法
が
慢
性
胃
炎
に
ま
で
拡

大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
が

ん
発
症
数
の
減
少
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
国
や

東
京
都
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

質　
５
大
疾
病
の
一
つ
で

あ
る
脳
卒
中
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
一
定
期
間
内
に
検

診
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

脳
ド
ッ
グ
検
診
に
一
定
の

助
成
を
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　

脳
血
管
疾
患
は

死
亡
要
因
の
４
位
で
あ
り

脳
卒
中
対
策
の
重
要
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
脳

ド
ッ
グ
助
成
に
つ
い
て

町
村
は
努
力
義
務
と
し
て

い
る
。
西
秋
川
衛
生
組
合

の
新
炉
の
稼
働
に
向
け
、

構
成
市
町
村
と
小
型
家
電

の
効
率
的
な
回
収
方
法
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
町
と

し
て
は
戸
別
収
集
有
料
化

に
合
わ
せ
、
個
人
情
報
の

漏
え
い
に
配
慮
す
る
た
め

の
周
知
方
法
な
ど
を
含
め

来
年
４
月
よ
り
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

質　
自
治
体
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
伺
う
。

課
長　
逆
有
償
（
処
理
費

を
支
払
っ
て
業
者
に
引
き

は
、
所
要
財
源
の
確
保
な

ど
か
ら
勧
奨
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
日
の
出
町
国
保

会
計
は
厳
し
い
運
営
状
況

で
あ
る
た
め
、
健
康
管
理

や
健
康
増
進
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。

質　
医
療
抑
制
の
た
め
特

定
検
診
、
各
種
が
ん
検
診

の
受
診
率
の
ア
ッ
プ
が
重

取
っ
て
も
ら
う
事
）
も
あ

る
と
承
知
し
て
い
る
。

質　

回
収
対
象
の
選
定

は
。

課
長　
当
面
は
国
が
示
す

16
種
類
を
絞
り
込
ん
で
少

な
い
数
で
始
め
た
い
。

　

回
収
実
績
等
の
状
況
を

１
～
２
年
様
子
を
み
な
が

ら
種
類
を
増
や
し
て
い
く

等
、
色
々
な
方
法
を
考
え

る
。

要
で
あ
る
が
。

課
長　
受
診
日
を
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
に
拡
大
し
、

健
康
相
談
な
ど
各
種
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

代表的な小型家電
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答 イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
現
況
と
見
通
し

に
つ
い
て

東ひ
が
し

　
玉た

ま

喜き

閉
店
す
る
こ
と
は
な
い
と
確
認

他
の
質
問

・
広
域
避
難
所
倉
庫
の
設
置

状
況
と
今
後
の
設
置
計
画

・
災
害
時
要
支
援
者
対
策
に

つ
い
て

早期着手されるものと
期待している

梅ヶ谷トンネルについて
濵
はま

中
なか

 映
てる

慈
よし

答

イオンモール日の出

質　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の

出
に
よ
る
町
の
活
性
化
、

財
政
等
の
現
況
と
今
後
を

問
う
。

町
長　
19
年
秋
に
オ
ー
プ

ン
し
て
６
年
目
。
税
収

面
で
は
イ
オ
ン
区
域
全

体
で
固
定
資
産
税
等
約

２
億
８
千
５
百
万
円
、
雇

用
で
日
の
出
町
約
４
０
０

人
、
あ
き
る
野
市
約

８
０
０
人
、
町
内
外
か
ら

も
多
く
の
人
が
訪
れ
町
が

活
性
化
し
バ
ス
路
線
も
拡

大
さ
れ
る
な
ど
の
効
果
を

生
み
出
し
て
い
る
。
周
辺

に
は
住
宅
ア
パ
ー
ト
が
建

ち
多
く
の
若
い
家
族
が
転

入
し
人
口
も
１
万
７
千
人

に
あ
と
少
し
。

　

先
日
近
隣
に
イ
オ
ン
が

で
き
る
か
ら
日
の
出
の
イ

オ
ン
が
閉
店
と
の
話
が
聞

こ
え
た
が
24
年
度
売
上
約

質　
梅
ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル
の

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。

町
長　
梅
ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル

は
、
肝
要
地
区
等
災
害
時

に
急
傾
斜
地
崩
壊
に
よ
り

孤
立
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ

目
的
で
、
東
京
都
に
ト
ン

ネ
ル
掘
削
す
る
よ
う
要
望

２
９
２
億
円
、
全
国
59
店

舗
中
25
番
目
の
売
り
上
げ

で
今
年
度
は
そ
の
金
額
を

上
回
る
目
標
で
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
閉
店
す
る
こ

と
は
無
い
と
確
認
し
た
。

反
面
イ
オ
ン
の
進
出
に
よ

り
地
元
商
店
、
商
工
業
者

あ
っ
て
の
日
の
出
町
で
あ

る
以
上
、
地
元
の
商
店
を

ど
う
繁
栄
さ
せ
て
い
く

し
て
い
る
も
の
で
、
平
成

３
年
か
ら
町
が
要
望
を
始

め
、
都
は
各
種
調
査
等
を

行
っ
て
き
た
。

質　
都
は
平
成
25
年
度
に

ど
の
よ
う
な
調
査
等
を
行

う
予
定
か
。

町
長　
平
成
25
年
度
は
ト

ン
ネ
ル
の
坑
口
と
し
て
予

定
さ
れ
て
い
る
付
近
を
、

さ
ら
に
地
質
調
査
と
弾
性

波
調
査
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

質　
ト
ン
ネ
ル
実
現
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

か
、
指
導
育
成
を
図
っ
て

い
く
か
商
工
会
と
も
協
議

し
な
が
ら
地
元
の
繁
栄
に

つ
な
が
る
よ
う
な
方
法
を

さ
ら
に
模
索
し
て
い
く
。

町
長　
今
後
、
今
ま
で
の

調
査
等
の
結
果
を
基
に
道

路
・
ト
ン
ネ
ル
の
予
備
設

計
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
が
地
権
者
と
の

交
渉
や
説
明
会
等
を
行
う

時
は
、
町
は
最
大
限
の
努

力
を
行
っ
て
い
く
。

　

東
京
都
の
各
種
調
査
も

順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
町
は
都
に
よ
る
ト

ン
ネ
ル
工
事
が
早
期
に
着

手
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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市町村長に名簿作成が義務化

災害対策基本法の改正を問う
青
あお

鹿
しか

 和
かず

男
お

答

他
の
質
問

・
地
方
公
務
員
給
与
の
臨
時

特
例
の
概
要
を
問
う

答 エ
コ
セ
メ
ン
ト
工
場
周
辺
に
セ
シ
ウ
ム

の
上
昇
が
あ
る

折お
り

田た 

眞ま

知ち

子こ

二
ツ
塚
敷
地
境
界
内
に
上
昇
は

見
ら
れ
な
い

他
の
質
問

・
土
地
開
発
公
社
の
解
散
を

求
め
る

質　
本
年
4
月
、
災
害
対

策
基
本
法
の
改
正
案
中
、

個
人
情
報
保
護
の
改
正
内

容
は
。

課
長　
本
人
の
同
意
を
得

て
消
防
、
民
生
委
員
等
の

関
係
者
に
あ
ら
か
じ
め
情

報
を
提
供
す
る
も
の
と
す

質　
市
民
団
体
の
調
査
で

エ
コ
セ
メ
ン
ト
工
場
周
辺

の
放
射
線
量
の
上
昇
が
あ

る
環
境
調
査
を
求
め
る
。

課
長　

循
環
組
合
に
搬

入
さ
れ
た
焼
却
灰
は
、
４

月
の
測
定
結
果
で
も
最
大

６
４
０
ベ
ク
レ
ル
と
放
射

性
物
質
濃
度
は
低
い
。
新

た
な
調
査
は
必
要
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質　
落
合
取
水
場
周
辺
の

水
質
調
査
を
求
め
る

課
長　
町
で
は
毎
年
河
川

15
地
点
、
井
戸
11
地
点
、

水
生
生
物
３
地
点
な
ど
の

水
質
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
全
て
が
基
準
数
値
以

下
で
あ
り
、
大
変
き
れ
い

な
水
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

質　
循
環
組
合
の
敷
地
外

は
上
昇
が
見
ら
れ
る
、
物

質
の
総
量
の
収
支
を
検
討

る
ほ
か
、
名
簿
作
成
に
際

し
、
必
要
な
個
人
情
報
を

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。

質　
「
要
支
援
者
」
情
報

の
共
有
化
に
あ
た
り
、
本

人
同
意
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
行
う
の
か
。

課
長　

災
害
時
要
支

援
者
名
簿
登
録
者
は
、

１
３
２
８
名
、
68
・
07
％
、

既
に
、
災
害
時
要
支
援
者

名
簿
登
録
制
度
実
施
要
項

に
基
づ
き
、
名
簿
提
供
す

る
支
援
者
を
表
記
し
同
意

を
得
て
い
る
。

質　
「
自
主
防
災
組
織
」

等
の
地
域
組
織
の
個
人
情

す
る
必
要
が
あ
る
。
煙
突

の
す
す
払
い
を
行
な
っ
て

な
い
か
。

課
長　
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

で
全
て
を
取
り
除
い
て
い

る
。

質　
谷
戸
沢
処
分
場
の
細

目
協
定
の
変
更
を
受
け
入

報
保
護
意
識
・
体
制
の
整

備
・
強
化
が
欠
か
せ
な
い

と
考
え
る
が
。

課
長　
一
定
の
整
備
は
さ

れ
て
い
る
が
、
改
正
中
の

地
域
防
災
計
画
の
中
で
改

め
て
検
討
し
て
い
く
。
災

害
時
の
速
や
か
な
支
援
の

実
施
は
、
普
段
の
近
所
づ

き
あ
い
、
地
域
で
の
見
守

り
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
関
係
機
関
や
住
民

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
。

れ
た
理
由
は
。

課
長　
数
値
が
安
定
し
て

き
て
い
る
。

放射線線量計
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９月定例会日程（予定）

8 月 26 日（月） 議会運営委員会 10：00 〜
9 月 2 日（月） 本会議（議案審議） 10：00 〜

３日（火） 総務まちづくり常任委員会   9：00 〜
厚生文教常任委員会 13：00 〜

4 日（水） 休　会　日
5 日（木） 休　会　日
6 日（金） 休　会　日
7 日（土） 休　会　日
8 日（日） 休　会　日
9 日（月） 決算審査特別委員会 10：00 〜

10 日（火）（決算予備日）
11 日（水） 議会運営委員会 10：00 〜
12 日（木） 本会議（一般質問） 10：00 〜
13 日（金） 本会議（一般質問） 10：00 〜
14 日（土） 休　会　日
15 日（日） 休　会　日
16 日（月） 休　会　日
17 日（火） 本会議（議案審議） 10：00 〜

平 成 25 年 第 1 回 臨 時 会 が 開 催 さ れ ま し た

平成25年7月26日第1回日の出町議会臨時会が開催され、下記の議案が審議されました。

番号 議　　案　　名 自 公 町 共 志 結　果

42
平成 25 年度農村総合整備事業　集落農園橋梁整備工事請負契約
の締結について

○ ○ ○ ○ ○ 可 決

＜町長提出議案＞ ○…賛成　×…反対
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川脇　敏徳　　小玉　正義　　東　　玉喜
濵中　映慈　　青鹿　和男　　折田眞知子
　　　　　　 （編集委員長）

議会事務局

暑
さ
一
段
と
厳
し
い
こ
の
季
節
で
す
が
、
皆
様
に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

６
月
議
会
で
は
、
議
員
定
数
を
16
人
か
ら
14
人
に
２
人
削
減
、
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
で
は
、
３
常
任
委
員
会
か
ら
２
つ
の
常
任
委
員
会
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
開
か
れ
た
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
、
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
２
年
の
最
後
の
号
に
な
り
ま
し
た
。「
わ

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
」
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
意
見
等
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員　

東　
　

玉　

喜

再生紙を使用しています。

請願・陳情は！
　9 月の定例会では、8 月 20 日までに受理したものについて審議します。それ以降
の受付の場合は、次回定例会で審議することになります。

①　請願書には必ず１人以上の紹介議員が必要ですが、陳情書にはその必要がありません。
②　内容が２件以上に及ぶときは、１件ごとにまとめて提出してください。要旨・理由はでき

るだけ簡潔明瞭にし、楷書で書いてください。
③　請願・陳情者は、住所・氏名・電話番号を必ず記載し押印してください。連署者も同様です。
④　陳情・請願書は原則として、Ａ４版 ( 縦長 ) の用紙に横書きで記入し提出してください。
⑤　道路などについては、案内図や略図を添えてください。
⑥　郵送された陳情書は、要望書扱いとなりますので、必ず陳情者が持参してください。（開庁

時間にご来庁願います）
⑦　その他、詳しいことは議会事務局にお問い合わせください。

〔問い合わせ　電話（５９７）０５１１　内３６０〕


